
　能代山本地域の皆さまには、日ごろから大変お世話になっておりますことを、この場を
お借りし、厚くお礼申し上げます。
　早いもので、県議会議員の任期のうち、折り返しの２年が過ぎました。
これまで、３度の一般質問、４度の総括審査に登壇し、農林水産業の活性化を図る
ための販売戦略・担い手確保対策や人口減少対策としての移住・定住対策、観光や
スポーツによる交流人口の拡大など、地域の実情を踏まえながら、自然豊かな秋田を
元気にすべく、県当局と議論を重ねてまいりました。
　今後も「初心、忘れるべからず」「攻撃は最大の防御」「攻防の切替えの速さ」「高さ
への挑戦」など、能代工業バスケ部で学んだ恩師の言葉を忘れず、能代山本地域
発展のため、また、県政発展のため、精一杯努力してまいりますので、今後ともご指導
ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。
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先月の大雨により被害に遭われました皆様に心よりお見舞い申し上げます。
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県議会活動報告　

議 会 以 外 の 主 な 活 動

◎建設委員会にて国交省・東北地方整備局・国会議員への要望活動
　　　　　　　　　　　（東京都・宮城県）  ……7月13日～14日
◎自民党青年局による国内研修  （広島県） ……7月19日～21日

◎第８回北東アジア地区地方議会議長フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　（秋田市）  ……4月17日～19日

◎訪ロ青年ビジネスチャレンジ事業  （ロシア）……7月25日～29日

①若者・女性の定着対策について
②中学生への働きかけについて
③移住対策について
④県行政における影響について
⑤人工知能の活用について

6月議会にて3度目の一般質問 ３月議会にて３度目の総括審査

1.人口減少問題について 農業問題について

①米政策について
②法人化と基盤整備の推進について
③GAPの推進について

2.農業政策について

①大館能代空港への国際航路の
　開設について
②広域観光の推進について
③秋田犬の活用について

3.観光振興について

①国道101号の整備について
②能代高校の整備について

4.地域課題について

◎県議会
　建設委員、
　議会運営委員
◎自民党
　財務委員、
　青年局長

自治会や町内会の会合などお気軽に
お誘いください。そして、皆さんのご意
　　見を是非、お聞かせください。

●能代市市民栄誉章授与式が行われました。
　恩師である加藤廣志先生と、元衆議院議員の
　野呂田芳成先生が授章され、感激いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （H29.6.9）   

●能代工業高校バスケットボール部初優勝から50周年
　メモリアルイベントに参加してまいりました。現役対OB
　の試合では、能代工業らしい走るバスケを見ることが
　でき、大変感動いたしました。　　　　　（H29.6.10）   

平成29年議会での主な活動

ごあいさつ 自由民主党会派 会長 渋谷 正敏
　日頃より、私たち県議会自民党会派を力強く支援して下さっている県民の皆さまに心から
御礼申し上げます。
　地方創生の取り組みは３年目を迎え、本県においても本格的な事業展開の段階に入って
おり、生産拠点形成に向けた動きや雇用創出に向けた動きが活発化し、景気の改善や企業の
採用意欲の高まりなどにより、本県の有効求人倍率は過去最高となっております。
　しかしながら、専門知識や資格が必要な職種では人材不足が深刻化しており、このことに
より業績への影響や労働環境の低下につながることも懸念されております。
　秋田県では、「産業振興による仕事づくり」、「移住・定住対策」、「少子化対策」、「新たな
地域社会の形成」の四つの基本目標を掲げ、引き続き攻めの取り組みを展開しているところです。
　私たち県議会自民党会派は、県民の皆さまとの意見交換や対話集会をとおして、活力ある
秋田を目指して参りますので、今後ともご指導ご鞭撻をくださいますよう、よろしくお願い申し
上げます。
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1.えだまめの販売戦略について
2.担い手の確保について
3.農林漁業振興臨時対策基金
　事業（夢プラン事業等）について

６月議会にて４度目の総括審査

農業について
1.秋田米・販売戦略の骨子（案）

3.ＧＡＰの推進について

2.農林漁業振興臨時対策基金
　事業（夢プラン事業等）について

①平成30年以降の米の需給に
　対する県の基本的な考え方に
　ついて
②コメ以外の収益確保について
③秋田米の販路について
④低コスト化について

1.えだまめの販売戦略について

事業（夢プラン事業等）について

６月議会にて４度目の総括審査６月議会にて４度目の総括審査

平成29年議会での主な活動

6月20日３度目の一般質問に登壇

園芸作物を通年生産するためには、冬場の暖房コストや施設の
強度が課題であることから、新たな施設を調査していたところ、
熊本県南阿蘇村に発泡スチロール製のドームハウスがあることが
わかり、平成28年2月に視察してまいりました。
県当局にも要望しておりましたが、今年度、この施設を活用した
「しいたけ生産施設」を横手市の農業法人が整備することにな
りました。
将来、能代山本地区においても、導入される事を願っております。
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